
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 

 

法人名 福井県民生活共同組合 代表者 松宮幹雄 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

県民せいきょうの福祉理念『あなたらしさいつまでも』と、新しい行動指針 5 ヶ条を念

頭に、ご利用者、ご家族、地域住民の幸福度を高められるよう真摯に向きあっています。

また、次年度より外国人技能実習生を受け入れにあたり、改めて各職員が基本に立ち返

り、ご利用者の自立支援を行っています。 
事業所名 

県民せいきょう 

小規模多機能ホーム 

勝山きらめきハウス 

管理者 笠川明美 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

人 人 4 人 人 人 2 人 人 人 人 6 人 

 

 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組み・

結果 
意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価  

の確認 

・在宅での自立支援につながる

ように ADL 状態も細かくア

セスメントする。 

・担当利用者の定期的なミーテ

ィングの継続と軒下マップ

（本人の地域との関係性を図

式化したもの）を活用する。 

・担当利用者の定期的なミーテ

ィングが実施され、それぞれに

発言が出来、計画の見直しが出

来ている。軒下マップの記載が

少ないため活用につながらな

かった。（ミーティング時には

それぞれが得た情報を共有し

ていたが軒下マップに記録と

して残せていない。） 

 

・全体的に新型コロナウイルス

の影響で本来ならできていた

のだろうと思うことができな

い状況にあることをどう評価

するか迷った。 

 

・利用者様の出来る事、○○の手

助けがあれば出来そうな事を

日々の関わりのなかで拾い上

げ、自立（自律）に向けた支援

を行う。 

・小規模多機能型居宅介護計画

の見直し時期に合わせ、軒下マ

ップを活用する。 

・地域包括主催の研修、認知症

実践者研修等、介護に関する研

修に参加する。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

・新型コロナウイルスの状況は

来年度も変わらないと思われ

る。その中で法人内にて協議

しながら地域の方が安心して

来訪出来る施設にしていく。 

・新型コロナウイルス感染対策

により事業所の集会室の利用

の中止が継続しており、地域と

の交流が現在もできていない。 

 

・事業所外には不快な音や臭い

はない。 

 

・ウィズコロナを想定した行動

を行う。 

・事業所内の感染対策の継続と

6S（整理・整頓・清掃・清潔・

躾・接遇）で地域の方が安心

て来訪、相談に訪れる施設に

していく。 



Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

・新型コロナウイルス感染対策

を行い今後もきらめきとして

何か地域のお役立ちが出来な

いか考えていく。 

・壮年会、長寿会、子供会の行事

や小中学校の資源回収のお手

伝い等、地域との関わりを深

める。 

・コロナ禍でも少しずつ地区の

行事が行われるようになり、

感染対策を考慮しながら参

加できるようになった。 

・元町 2 丁目の行事をよく理解

して参加していただいていま

す。 

・元町 2 丁目のふれあいサロン

に参加できています。 

・コロナ禍では色々な取り組み

が難しいと思います。 

・感染対策を行いながら今後も

地区行事の各会の集まりや行

事への参加を継続する。 

・外国人技能実習生受け入れの

理解と協力を得ていく。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

・民生委員の参加は継続を依頼

し、今後は地区社協担当者（必

要な利用者）にも参加を依頼

する。 

・自助の確認をしていく。 

・独居の方の地区の回覧板の確

認をする。（年間、月間の行事

の確認が出来る） 

 

・独居利用者の民生委員に担当

者会議に参加して頂き、緊急時

の対応や屋根雪の除雪等話し

合うことが出来ている。 

 

 

・地域の方を交えた会議が行わ

れているかどうかは不明であ

る。 

・以前は近所の心配な方に対し

て声かけなど聞くことがあっ

たが現在は不明である。 

・地区社協担当者の参加や回覧

板の確認が出来ていますか。 

・長期間にわたってコロナ禍が

蔓延している現状下では積極

的に地域とかかわっていきに

くいことと理解しています。 

・コロナ禍の中、野菜作りやお

出かけ、イベントなど楽しみ

をもった取り組みをされてい

ると感じられます。 

 

・独居・高齢者世帯の緊急キッ

トを更新する。 

・地域資源の把握と活用（軒し

たマップに記載）を行う。 

・地域見守り登録の利用と地域

の方の理解と協力を得ていく。 

・近隣住民の方の困りごとや不

安が無いか、日々の過ごし方を

気にかけ様子を見ていく。 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

・法人内で協議し多目的室の利

用の再開、又は他の場所を検

討し、新型コロナウイルス感

染対策を考慮しながら会議の

開催を行っていく。 

 

・2021 年度、前半は感染対策を

考慮しながら会議を開催する

事ができ地域や包括の方から

意見や色々な情報を共有する

ことができましたが、後半にな

り感染者数が増加し会議が出

来ず書面での報告となってし

まった。外部評価も直接意見な

どを頂く事ができなかった。 

 

・コロナ禍で地域の行事や活動

そのものが制約されていて地

域との接触が少ないので致し

方ないと思われる。 

・聞くことが主になり具体的な

取り組みや事例検討が自分で

はできていないと感じていま

す。個人情報等もあり難しい

面もあると思います。 

・新型コロナウイルス感染の状

況の変化にかかわらず定期

的に会議を開催できるよう、

オンライン等 ICT が活用で

きる環境を整備します。 

 



Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

・地区の防災訓練の開催有無を

確認する。 

・元町地区の福祉避難所を担え

る対策の検討を継続。（緊急時

を想定した対応、職員体制の

確保、個別の支援内容等） 

 

・地域の防災訓練は今年度も中

止になった。 

・施設内での避難訓練は行えて

いる。（2 回/年 6 月・11 月） 

・会議時に開催のお知らせはで

きているが他地区行事などと

の重なりがないかの確認はで

きていなかった。 

 

・事業所の訓練の日と独居の方

の弁当配達と重なり参加でき

なかった。 

・災害（豪雪）による被害や感染

症発生によるサービス提供困

難等を想定した業務継続計画

（BCP）を作成する。 

・地域全体での防災訓練の開催

を実現する。 

 


